
る硬化を防ぐため， オイノレパゾの下になる所の検査坑内に蒸気

配管(写真参照)またはヒ ー タ 一等を設けてl援めたり，あるい

はエソジンそのものを緩めるため， エソジソボ ッ クスのま わり

に熱湯を入れて予熱する必要がある。この並立水l長込はだし、たい

l 岡 l 回 3001 くらい入用で. 80-90
o

C の湯を 2 固くらい連続

して政込む必要がある。この温水は縦j診の小ポイラ で沸し専用Z

内の高所に苔え， これから配管するかまたは機関区 ・ 客貨車区

等のすえ付ボイラから簡単に蒸気が得られる所では給水管に直

接蒸気管を結び，いわゆる気水混合装置(エゼクタ)等を設けて

準備するロこの温水E長込の方法は一時に多数の車両を起動する

場合は多量の温水と，また準備に多数の入手と時聞を要する等

の欠点がある。これがため気動車の車内暖房をもいっしょに解

決し得るウェパストヒ ー タ ー等を車両に取りつける方法が採用

されるようになった。この方法は軽油等を燃やし， この熱気を

かいけいかん

車両に設けた配管内をとおしオイルパン ・ ェ γジンを始め車内

をも暖めるものである。なおいずれの方法によ るも起動は車庫

内で風を防いで行うことがし、っそう効果的である。(宇野浩彰)

おんすいせんかんそうち 温水洗缶装置 蒸気儀関車のポイ

ラの内部にはスケーノレが生じ，熱効率を低下させるばかりでな

くポイラの故障の原因となることが多い。綴関区ではこのスケ

ー ノレを洗い落す作業を行うが，その際温水を使用するのを温水

洗缶という。温水を使用すれば冷水を使用したときに くらべて，

ポイラは急激な温度変化をうけずにすむから損傷を防ぎスケ ー

ノレの落ちもよい。温水洗缶装置は瓶水槽 ・ ウオシ γ トンポ γ プ

(またはエゼク タ) ・ 配管からなる。温水槽には定置ボイラまた

は洗缶すべき蒸気後関l!ïから蒸気を吹き込んで温水を作り ， こ

れをポγプによ っ てポイラに送って洗缶する。温水槽は通常地

下に埋めてある。(井田緑朗)

力 3

かいうんちん海運賃 海運運賃 ・ 海上運賃ともいい，船舶に

よる運送行為の提供に対し， その反対給付として支払われる報

酬である。海運業は運送によって幸I l iI~1 を得る企業であるから，

運送による収入運賃から，運送のために裂する諸経裂を後放し

たバラ γスが収入として表示される。したがって運賃は海運業

経営のいかんを決する根本要因である。

運賃は上記のように運送行為なる給付に対する代価であるか

ら，運賃の決定ならびに変動は， 理論上交通給付に関する需要

供給の原理にしたがうもので，交通需要は交通価値，担提言すれ

ば荷主が交通給付に対して認める価値， 荷主問の船腹獲得競争

の有i!líおよび運賃負担力のいかん等によって決定され，他方交

通供給は巡送業者が運賃に対して認める価値，運送業者間の荷

物獲得競争の有無およひ.巡送原jilIT等々によって決定される。

海上運送業は本来競争的性絡を有するものであり，したがっ

て運賃決定に関していわゆる競争価格の観念で理解されるもの

で， この場合結局主I!貨の最高限は運賃負担力の大小いかんによ

って決定され， またその最低限は運送原価によって決定すると

みてさ しっかえない。

運送業者の取得する運賃はその態織によって分類される。す

なわち運送される目的物によって旅客運賃 ・ 貨物運賃に，支払

|時 !!:IJによって現払巡賃 ・ 後払運賃に，運送の程度によって全線

運賃と割合巡貨に，協定の有無によって協定運賃と自由連貨に，

航路区域によって遠洋航路運賃と園内沿岸航路運賃等に区分さ

オ1る。

参考文献吉沢i吾著海運の知識。(今留光国)

かいきょ 開渠 橋梁(りょう)の小径|首!のもので，桁(けた)の

上に直接軌道のあるもの。国鉄ではかつて径間 1 m 以上 5m 未

満の僑梁を海矯といったこともある。俄造上からは桁・橋台か

らなり，桁は

鉄桁. 1 型桁，

槽(そう)状

桁または鉄筋

コ γ クリート

単T桁がある。

橋台橋脚は，

古いものには

れんが軽量 ・ 石 1.開渠 1 型桁

m . れんが石

混造等がある

が， 現在はほ

とんどコ γ ク

リート で造ら

れる。

図鉄財産管

理規程では径

問 1m 未満の

開渠は下水と

し，そのほか

は橋梁として

処理される。

(尾崎 秀)

かいけいかん

さ 会計監

査 (英) au' r. 

diting 他人 3. 関渠，コソタリ ー ト桁

の作成した会計記録について，その内容が真実 ・ 適法 ・ 妥当な

ものであるか否かを吟味検証すること。

会計監査は会計当務者以外の者によって行われるが， それは

同一企業内にある厳査役または監査説、員等が当る場合と ， 外部

の職業専門家または盟主督官庁の検査官等によってなされる場合

とあり，前の場合を内部監査または自治監査， 後の場合を外部

監査 ・ 第三者監査などといっている。そのいずれの場合でも会

計監査に当る者は，会計当務者よりはるかに高い教義と深い経

験とをもち，また相当の資格 ・ 権限をもっ者であることを必要

とし，会計~*Z査人としては'!!k立不きの立場にある外部者とくに

有資絡の専門的位査人をもってすることが理想的である。

国鉄における内部監査を行うため政察局に会計監査員を， 支

社および鉱業所に地方会計段査員を置き，会計監査員は， 監察

局長， 会計 E主査を担当する監察役および蚊祭役補佐ならびに総

裁の任命する職員を ， 地方会計監査員は， 支社にあっては，会

計監査を担当する支社の監祭役および披祭役補佐ならびに支社

長の命ずる職員を， 鉱業所にあっては， 鉱業所長の命ずる職員

をもってあて， 業務の執行にあたっては公平不偏，周到かっち

密であることが要求されている。
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